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肝臓における脂肪蓄積は、肝慢性炎症や線維化、さらには肝硬変や肝が
んの誘因になることが知られています。肝臓での脂肪蓄積には、糖質・
脂質・アミノ酸などの代謝と密接に関連します。
松本先生らは、過栄養や肥満での肝脂肪蓄積の原因となる肝脂肪酸合成
酵素（Fasn）の欠損モデルなどの解析から、脂肪蓄積が引き起こす病態
の解明を進めてこられました。
本セミナーでは、脂肪肝から肝がんに至るまで、代謝調節が及ぼす作用
について、最新の知見を併せてお話しいただく予定です。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。
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